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新春のご挨拶 

 

新年明けましておめでとうございます。皆様そ

れぞれ良いお年をお迎えの事と存じます。 

 

杉浦会長 

昨年は、東京オリンピックの決定、大島大災害

の発生、そして猪瀬知事の退陣など、都政にとっ

てまさに激動の年となりました。 

今年こそは、新知事のもと重要課題に着実に

取り組む安定した都政を取り戻して欲しいと切に

願わざるを得ません。 

さて、今回の大島災害は近年の気象現象が予

想以上に激化している教訓を如実に示したと云え

ます。また、昨年末に出された中央防災会議報告

では首都直下型地震により死者２万３千人、経済

被害９５兆円の最悪想定が公表されました。 

防災が都政の最重要課題であることは、もはや

疑う余地の無いところであります。 

このような大災害に対して、我々が貢献できる

範囲はごく限定的であるかもしれませんが、会員

の皆様が、常に自助、共助、公助の認識のもと防 

 

 

 

 

 

 

 

災意識に心掛けて頂くことが,取りも直さず地域の

防災力、減災力の強化に繋がっていくものと考え

ます。 

我々は社会現象の激動には強く心を奪われが

ちですが、それとは全く無関係に発生するのも自

然災害・大震災の理です。常日頃の心構えを、私

自身にも言聞かせて参りたいと思っていますので、

皆様のご支援ご協力をよろしくお願い申し上げま

す。 

今年 1 年がどうか平穏で、会員の皆様と建設局、

東京都道路整備保全公社、東京都公園協会にと

ってより良い年となりますよう祈念申し上げて新年 

のご挨拶といたします。 

会長 杉浦 浩 
 

「いざ」という時に慌てないように 
平成 25 年度普通救命講習会 開催される 

 

今年度も普通救命講習会が、12 月 11 日(木)

及び12月17日(火)に新宿消防署で開催されまし

た。 

12 月 11 日(木)は はじめて普通救命講習会を

受講する会員を対象に、また、17 日(木)はすでに

技能認定証を持っている会員の救命技能を維持

向上させるために、3 年ごとに受講する講習会で

した。 

参加した会員の方々は、熱心に受講されてい

ました。お疲れ様でした。 

担当理事 二宮 克弘 
 

救急救命再講習会報告 

救急救命講習会が１２月１７日、新宿消防署で 
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開催されました。今回は３年の有効期限を経過し

た会員１２名の再講習で、心肺蘇生や AED の使

用等について、人形を使った実地訓練を主体に

行いました。 

 

再講習会状況－1 

心肺蘇生訓練は、周囲の安全確認、呼吸確認

を行い、胸骨圧迫、人工呼吸を繰り返し行うもの

です。この訓練は、胸部圧迫 30 回、人工呼吸 2

回を行うのが 1 セットで、今回は続けて 5 セットだ

け行いましたが、皆、汗だくとなりました。 

 

再講習会状況－2 

AED の訓練は、講師の機器使用の模範を見て

行いましたが、スイッチの場所を探したり、電極の

パッドをはがすのに手間取ったり、「救命率が下が

ってしまいますよ」と手早く作業を行うように指摘を

受けました。 

講師の締めくくりは、「緊急の事態に遭遇したと

き、勇気を持って応急手当を実施してください」と

の言葉でした。 

 

再講習会状況－3 

急病人が発生した場合、救急車の到着まで、

いかに早く応急手当に着手するかが命を救うため

に重要で、このためには何よりもまず行動が大切

と感じた講習でした。 
南西建班 田中 敏夫 

 

救急救命新規講習会報告 

「救急救命」とは、多摩ニュータウンで都市整備

に関わっていたころ、消防庁の救急救命研修所

を誘致したときに初対面した。 

その時の開所式で、消防や災害救助訓練と被

災者、病人などの救命訓練が公開された。そこで

目にしていた AED（当時は AED とは言ってなかっ

たと思う。）なるものが、昨今、駅や公共施設等の

あちこちで目にするようになった。 

また、テレビやドラマなどでも登場し使われてい

る映像を見ることがあった。「救命」についても、人

工呼吸や心臓マッサージなどは、特別に訓練を

受けたもののみぞ知ること、と思っていたところで

ある。 

こんな自分にある事件が・・・。友人の紹介で、３

０歳半ばの女性とゴルフに出かけたときのこと。そ

の女性は、スポーツ好きで体形はスマートで至っ

て健康そのものの明るい人であった。 

何ホールか回ったところでカートに座ったまま

寝ていたので、「仕事に疲れて寝ている。」と思っ 
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たが、そのうち体がブルブルと震え口から泡を吹

き始めたので、これはただ事ではないと気づき、

友人ととりあえず芝の平らなところへ下ろし、フロ

ントへ救急車の手配をお願いした。 

また、フロントに AED があるとのことなので、そ

れを持ってきてもらうことになったのだが、友人も

私も使ったことが無く、またゴルフ場にも使える人

が居ないとのことで、箱を開けることもなく救急車

を待ち続けてしまった。 

山奥のゴルフ場で、30 分ほど経って救急車は

到着したのですが、その子は帰らぬ人となってし

まいました。あとから思えば、あれ（AED）が使えれ

ば助けられたかも、ということです。それ以来、機

会があればと思っていました。 

 

新規講習会状況－1 

今回、「救命」のための誰でも出来ることについ

て教わった。人工呼吸、心臓マッサージ、AED の

使い方までの一連の作業と、状態の見分け方や

その時の状況がどうなっているからこうする、とい

った説明を加えて分かりやすく解説して戴きまし

た。 

人工呼吸は、プールで監視員がやっているの

を見て、そのころはマウスピース？みたいのは無く

直接口付けていたので・・。また、心臓マッサージ

なども若い女性だと胸を触れるか・・。など余計な

ことが頭をよぎります。 

そこで、講師の先生に一喝された言葉、「生命

を救うのが目的。躊躇している時間は無い！」で、

変な蟠りはすっ飛んだ。一連の作業を人形を使っ

て体験した。 

 

講習会状況－2 

 

新規講習会状況－3 

倒れている人の様子の見方、周りの人たちへの

協力要請の仕方、人工呼吸、心臓マッサージ、

AED も胸を出し端子を肌に付けるなどかなり手際

よく速やかに行わなければならず、とやかくいって

いる場合ではなかった。 

ここで、勘違いしていたことがある。それは、電

気ショックにより心臓を動かす治療と、AEDの役目

はまったく違っていたことである。AED は、心臓の

震えを止め、心臓の負担・消耗を和らげることにあ

り、その後に心臓マッサージと人工呼吸で、延命

の補助をし、救急車の到着を待つことである。 

今回の講習会で、措置をした人が責任を問わ

れることはないが、 
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① 一人でやらなければならない時以外は周り協 

力を求める。 

② まず１１９番をお願いする。 

③ AED を探して貰う。 

④ その間心臓・呼吸が止まっていれば心臓マッ 

サージ 30 回、人工呼吸のセットを繰り返す。という

ことです。 

また、気道異物除去や止血の応急手当などで

出来ることもあるので、これからは、私もマウスピー

スとタオル、ビニール袋を常に鞄に入れて「救命」

の必要があれば、その手助けを積極的に行うこと

が出来るよう心がけたいと思います。 

三建班 茂木 健治 

 

平成 25 年度後期道路施設等点検 
 
１．後期の道路施設等の点検は 11 月初旬から 12
月中旬にかけて行われました、参加会員の皆様お

疲れ様でした。 
実施状況 

事務所 実施日 参加会員 

一  建 11/26,12/2・4 3 名 

二  建 12/20 4 名 

三  建 11/22・26・28 8 名 

四  建 11/15～22 8 名 

五  建 12/2～5 7 名 

六  建 11/19～29 5 名 

西  建 11/18～29 4 名 

南東建 11/21 9 名 

南西建 11/5～12/6 4 名 

北南建 11/15・22・26 3 名 

北北建 12/4 4 名 

計  59 名 

 

 
 
 
 
 

２．三建班バリヤーフリー点検 
11 月 26 日、目白通り(南長崎４～５丁目) 

 
東野所長、飯村補修課長他職員と 

参加会員（井出、中田、小川、中川、茂木さん） 
 

※ 協会からのお知らせ ※ 
 

1.建設局幹部との懇談会は、2 月 13 日（木）18 時 

15 分から都庁第二庁舎 4 階 ニュートウキョウで

開催されます、多くの会員の方の参加をお願いし

ます。 

 

2. 当協会のホームページアドレスは 

    http://tokyo-adv.info/ です。 
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